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【手続補正書】
【提出日】令和2年9月9日(2020.9.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像手段によって撮像された動画の画像フレームを取得する画像取得手段と、
　前記取得手段によって取得された画像フレームから動体を検出する動体検出処理を行う
動体検出手段と、
　前記動体検出手段による前記動体検出処理の結果に基づいて、前記取得手段によって取
得された画像フレームを符号化する符号化手段と
　を有し、
　前記符号化手段は、符号化対象の画像フレームよりも前の画像フレームにおける前記動
体検出処理の結果に基づく動体領域が、前記符号化対象の画像フレームにおいて非動体領
域となった変化領域を、他の非動体領域と異なる符号化制御又は符号化パラメータを用い
て符号化する
　ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記前の画像フレームは、前記符号化対象の画像フレームの直前の画像フレームである
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記符号化手段は、前記変化領域を、前記他の非動体領域よりも、量子化ステップが小
さくなる量子化パラメータを用いて符号化する
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記符号化手段は、前記変化領域に対して、フレーム間予測を用いないよう制限した符
号化制御を用いて、前記符号化対象の画像フレームを符号化する
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記符号化手段は、前記変化領域を、ＧＯＰ長に応じた量子化パラメータの値を用いて
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符号化する
　ことを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記符号化手段は、前記変化領域に対して、前記他の非動体領域よりもブロック分割が
され易い条件の符号化制御を用いて、前記符号化対象の画像フレームを符号化する
　ことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記取得手段によって取得された画像フレームから背景画像を生成する背景画像生成手
段と、
　前記背景画像における各領域の複雑度を算出する複雑度算出手段と
　を有し、
　前記符号化手段は、前記複雑度に更に基づいて、前記変化領域の前記符号化制御又は符
号化パラメータを決定する
　ことを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記前の画像フレームにおける前記動体検出処理の結果に基づく前記動体領域が、前記
符号化対象の画像フレームにおいて前記非動体領域となったかを判定する判定手段
　を更に有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項９】
　撮像手段によって撮像された動画の画像フレームを取得する画像取得工程と、
　前記取得工程によって取得された画像フレームから動体を検出する動体検出処理を行う
動体検出工程と、
　前記動体検出工程における前記動体検出処理の結果に基づいて、前記取得工程によって
取得された画像フレームを符号化する符号化工程と
　を有し、
　前記符号化工程において、符号化対象の画像フレームよりも前の画像フレームにおける
前記動体検出処理の結果に基づく動体領域が、前記符号化対象の画像フレームにおいて非
動体領域となった変化領域を、他の非動体領域と異なる符号化制御又は符号化パラメータ
を用いて符号化する
　ことを特徴とする画像処理方法。
【請求項１０】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の画像処理装置の各手段としてコンピュータを機能
させることを特徴とするプログラム。
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